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令和 ７ 年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 32 学 校 名 静岡県立清水西高等学校 記 載 者 山野 良成 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 
自己 

評価 

関係者 

評価 
意見 

ア 知力の向上 

・生徒の授業アンケート項目

70％以上 

・生徒の反応を見ながら授業

を進め適切な指導をしてい

る。 

・目標と評価規準を理解して

いる。 

・授業内容を理解している。 

・授業を受けて満足している。 

・授業に応じて、生徒が個人

端末を活用している。 

・週末課題により、予習や復

習を行っている。 

 

・測定ツールの結果を検証し、

指導改善に取り組んだ教員

80%以上 

Ｂ Ｂ 

生徒のアンケートの回答に着目し

たが、妥当な数値と感じられ、評価

としてＢが妥当である。 

アンケート数値が90%だからＡと直

接結びつけて良いのだろうか。 

「理解したか」という質問に対する

評価だけでよいのか。測定ツールの

結果つまり学力指標を含めて評価

をすべきではないか。 

目的に沿った評価項目立てとなる

ように、アンケート調査の方法等を

改善してほしい。 

 

 

「測定ツールの結果を検証し、指導

改善に取り組んだ」教員の割合は

45.1%(昨年は概ね80％)だった。こ

れは、測定ツールという文言が具体

的に結びつかなかったためと考え

られる。 

測定ツールに関し、指導内容がどの

ように改善したのか、「生徒が」使

うことや、「紙媒体からWEB解答」に

切り替わることを明記すべきであ

る。 

・英検受験50人、料理検定等

受験20人、漢字検定受験30

人 

Ｂ Ｂ 

英検、料理、漢字検定が注目される

のはなぜか。どの資格に挑戦しても

良いのではないか。この３つの資格

に拘らなくてよいのではないか。看

護関連の資格（救急救命関連）取得

を目指してもよい。学校のＰＲにつ

ながる。 

目標の中に、情報処理検定等が抜け

ているのはなぜか。ICT端末を持参

していたり、共通テストの科目「情

報」が入ったりしているので資格取

得と関連づけた指導をしていくの

はいかがか。 

進路決定後の３年生が資格取得に

挑戦することはよいことだ。 
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体力の向上 

・１、２年生新体力テスト記

録の伸び率50%以上（春から

秋） 

・新体力テスト記録会総合評

価平均点（R6男子4.131女子

3.946）の向上 

・体育やスポーツ及び心身の

健康に関する意識の向上を

実感する割合80％以上 

Ｂ Ｂ 

「伸び率」という表現よりも「（記

録が）伸びた人の割合」と表記すべ

きだ。 

 

 

 

「意識の向上を実感」とはアンケー

トの回答か。そもそも体力の向上の

必要性を生徒に対してどのように

説明しているか。 

心力の向上 

・芸術における生徒の授業ア

ンケート 授業への満足度

70％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒アンケート 芸術鑑賞

の満足度85％以上 

Ａ Ａ 

成果目標では「満足度」を掲げ、ア

ンケート調査では「関心」を訊いて

いる。結果が一致するのか疑問であ

る。「達成度」となるべきではない

か。定量的な指標の測定は難しい。

「満足度」を調査することで十分だ

と考えられる。 

「音楽の授業を通して」調査をした

が、対象者が絞られてしまい、美術、

書道の選択者は除外されてしまう

のは適切ではない。 

項目の見直しが必要ではないか。 

・読書記録を取り、推薦本を

選びビブリオバトルで発表

する。 

・２か月に１冊以上の本やデ

ジタル本等の読書記録をす

る。 

Ｂ Ｂ 

ビブリオバトルを実施しているこ

とは素晴らしい取組である。 

 

読書することが重要であって、読書

記録をすることが目標でなくてよ

いのではないか、と昨年度も申し上

げた。 

・委員会を中心とした学校全

体の取組を実施し、清掃習

慣が身についた生徒70％以

上を目指す。 

 

・生徒アンケートにより、生

活習慣が確立した生徒が学

期毎に増加する。 

 

・自分事として捉え、個人端

末の振り返りシートに保存

し、振り返りをする。 

 

・調査により、朝食摂取率97％

以上 

治療率80％以上 

Ａ Ａ 

本校は伝統的に清掃活動が盛んで

ある。校舎内土足化による影響や委

員会活動に変化はあったか。 

 

 

カジュアルデーの実施について、引

き続き検討願いたい。 

（生活習慣が確立した生徒が）「学

期ごとに増加」したことが検証でき

るようにしてもらいたい。 

 

 

 

昨年よりも朝食摂取率が低下して

いる。対策が必要である。 

治療率が高くない。受診を勧めても

らいたい。 
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イ 
グローカルリ

ーダーの育成 

・学期の生徒アンケートによ

り、課題発見力、情報収集

力、身につけた知識及び技

能を活用する力、課題解決

力が向上した生徒80％ 

 

・学期の生徒アンケートによ

り、自己有用感、思いやり

の心、コミュニケーション

力が高まった生徒70％ 

 

・生徒アンケート「学校行事

に積極的に参加」90％以上 

 

・生徒意見に対する検討率

100％ 

Ａ Ａ 

目標と実践が対応しており、課題の

発見力につながる取組でもあるの

で、引き続きお願いしたい。 

昨年度よりも「ともえタイム」につ

いての取組の努力が伺えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の意見がどれくらいあったの

か実態の把握をお願いしたい。 

目安箱があることはよい。意見の実

現化までのフローが整うと面白そ

うだ。生徒の意見から実現したこと

があればなおよい。 

ウ 

教職員相互及

び地域との連

携の強化 

・文化祭、探究活動、探究発

表会において、委員から生

徒への指導助言をいただく

機会とする。 

 

・文化祭での学校説明会、一

日体験入学、オープンスク

ールの参加者数が前年度以

上 

 

・アンケートにより、学校が

情報提供を適切に行ってい

ると回答する保護者70％以

上 

・不祥事根絶及び体罰０ 

 

Ａ Ａ 

探究活動は、グローカル・ハイスク

ールの取組から５年が経過し、順次

改善してきていると思われる。 

エ 
教育環境整備

の推進 

・学期毎に実施する施設設備

点検の不具合改善率100％ 

 

 

・困り感を持つ生徒、支援を

必要とする生徒への適切な

対応により、欠課不良の生

徒に対するチーム支援をす

る。 

Ａ Ａ 

学期ごとに対応するべきことなの

か。逐次或いは年間通じて改善すべ

きものもあるのではないか。 

 

「（スタディーサポートの）有効活

用に至らなかった」が評価Ａという

ことに違和感がある。学習状況調査

で悩みがある生徒を拾い出して、教

育相談につなげる段階までには至

っていないという意味であること

は理解できる。 



様式第５号 

・予算執行状況を毎月確認し、

定期的に予算編成の見直し

を行う。 

 

・安全・安心な施設の整備の

ために、法定点検での不備

指摘前年比10％減 

・検査における文書指示事項

なし 

Ａ Ａ 

特になし。 

オ 

ワークライフ

バランスの推

進 

・１分掌１業務改善の実施 

 

・勤務時間管理システム毎月

の集計後、対象者に実施す

る。 

・退庁時間遵守の職員80％以

上 

・休暇取得率100％ 

Ａ Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

休暇取得率の定義は何か。有給休暇

５日間を全員取得できているのか。

労働基準法の問題もある。 

 


